






挨拶表現である以下の（a）から（e）である。（a）morning/afternoon/ evening/night を含む Good morning./
Morning./Good afternoon./Afternoon./Good evening./Evening./Good night./Night.：（b）see you を含む See 
you./See you later./See you around./See you soon./See you tomorrow.：（c）bye を含む Good-bye./ Bye./
Bye-bye.：（d）Good luck.：（e）“have a ～ ” を含む Have a good day./Have a nice day. 本稿ではこの（a）
から（d）が使われる状況やそれぞれが持つ性質について論じている。なお，口語英語研究（1）（2）（3）と同様，
本稿は英語を母語とする者と日本語を母語とする者の長時間にわたる論議を基にして書かれている1）。
キーワード : Good morning./See you./Good-bye.
日獣生大研報 61，71-86，2012.
────────────────────────────────────
1．　は じ め に
　本稿は現代の口語英語に関する研究であり，主題は主に
相手と別れるときに用いられる挨拶表現である。
　第 2 章「Good morning. など」では morning/ afternoon/ 
evening/ nightを用いる① Good morning./② Morning./③ Good 
afternoon./④ Afternoon./⑤ Good evening./⑥ Evening./




　第 3 章「See you. など」では see you を用いる① See 
you./② See you later./③ See you around./④ See you 

















　第 6 章では① Have a good day. と⑩ Have a nice day.
及びそれぞれの類似表現について論じている。① Have a 
good day. と⑩ Have a nice day. はどのように使い分けら
れるのだろうか。また，① Have a good day. の good と







に ① Good morning./② Morning./③ Good afternoon./
④ Afternoon./⑤ Good evening./⑥ Evening./ ⑦ Good 




























か，という点から ① Good morning./② Morning./③ Good 
after- noon./④ Afternoon./⑤ Good evening./⑥ Evening./







　① Good morning./③ Good afternoon./⑤ Good evening./
⑦ Good night. は「正式な挨拶表現」である。③ Good 
afternoon. と⑤ Good evening. には特にかたくあらたまっ
た響きがあり，一般に親しい友人や家族との個人的な会話
で使われることはない3）。















のため，[ex. 1] のような夫婦の会話では Morning. の代わ
りに Good morning. が使われることは一般にない。[ref. 1] Good morning. などの挨拶表現の相違（1）
正式な挨拶表現 くだけた挨拶表現
① Good morning. ○ ―
② Morning. ― ○
③ Good afternoon. ○ ―
④ Afternoon. ― ○
⑤ Good evening. ○ ―
⑥ Evening. ― ○
⑦ Good night. ○ ―






夫 :“（2）Morning, Sue. How are you doing?”
　　「おはよう，スー，元気？」
妻 :“（3）OK, thanks, love. Breakfast’s ready.”
　　「元気よ，ありがとう。朝食ができているわよ」
[ex. 2] Mr Hunt と Tom の大学構内での朝の会話。Mr 
Hunt は大学教授，Tom は Mr Hunt の講義を受




Tom:（2）“Good morning, Mr Hunt.”
　　「おはようございます。ハント先生」
Mr Hunt:（3）“It’s a beautiful day, isn’t it?”
　　「いい天気だね」
Tom:（4）“Yes, it’s lovely.  How are you today, sir?”
　　「そうですね，いい天気ですね。今日はご機嫌いか
　　がですか，先生」
Mr Hunt:（5）“I’m ﬁ ne, thank you.”
　　「元気です。ありがとう」
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　[ex. 2]（1）で Mr. Hunt は Tom に Morning. と声をかけ，
[ex. 2]（2）で Tom は Good morning. と応えている。この
ように人と会ったときの朝の挨拶として Morning. と Good 
morning. が組み合わせて使われることもある。
　[ex. 2] で大学教授の Mr Hunt は目上に当たり，大学生
の Tom は目下に当たる。このような状況で Mr Hunt が
Tom に Good morning. と声をかければ，形式的でかたい
挨拶をしていることになる。そのため，Mr. Hunt は気軽
な響きのある Morning. を使って Tom の気持ちを楽にさ
せようとしている。この Morning. という挨拶には目下の
相手を思いやる優しさが込められている。







者は視聴者に Good evening. と声をかけている。このような
公的な場での会話では礼儀正しい挨拶として Good evening.
が使われることがある。また，[ex. 3] のような公的な場で
の会話では発話の時間帯によって Good evening. の代わりに
Good morning./Good afternoon. が使われることもある。
　[ex. 3] のような公的な場での会話でも Good evening. の代
わりに Evening. が使われることもある。また，発話の時間





は視聴者と別れるときの挨拶として Good evening. を使っ
ている。
　[ex. 4] のような公的な場での会話では別れの挨拶として
Good morning./Good afternoon./Good evening./Good 
night. が 使 わ れ る こ と が あ る。 こ の 場 合 に は Good 
morning. に Have a good morning.（よい朝を迎えてくだ
さい），Good after noon. に Have a good afternoon.（よい
午後を迎えてください），Good evening. に Have a good 
evening.（よい夕刻を迎えてください），Good night. に
Have a good night.（よい夜を迎えてください）という気
持ちが込められることになる。







の親子の会話では Good night. の代わりに Night. が使われ




この番組名は ‘Double Your Money’。
司会者 :（1）“Good evening, everyone and welcome to
　　‘Double Your Money.’ I’m your host Peter Cash.”




司 会 者 :（1）“That’s all the news we have for you this 
evening.  I ’m Jim Peterson. Good evening, 

























　[ex. 6] で Tom は John に Night. と 声 を か け，John は
Night. と応えている。[ex. 6] は街中での会話である。これか
ら家まで帰る Tom と John はこの後すぐに就寝するわけで
はない。この点から考えれば，[ex. 6] の Night. は「おやす
みなさい」という就寝前の挨拶というよりも「さようなら」
に近い別れの挨拶として使われていることになる4）。




















　② Morning./④ Afternoon./⑥ Evening. は相手と「会っ
たとき」に使われる挨拶表現であり，相手と「別れると
き」に使われることはない。例えば，[ex.4] のような状況
では Good evening. の代わりに② Morning./④ Afternoon./
⑥Evening. が使われることはない。これは② Morning./ 
④ Afternoon./ ⑥ Evening. と ① Good morning./ ③ Good 
afternoon./ ⑤ Good evening. の相違点の一つである。
　⑦ Good night./⑧ Night. は相手と「別れるとき」に使わ
れ，相手と「会ったとき」に使われることはない。⑦




響きは込められないが，⑦ Good night. が別れの挨拶とし
て使われた場合にはかたい響きが込められる。
3．　See you.など
　人と別れるときに① See you. と言うことがある。また，
人と別れるときに② See you later./③ See you around./④ See 
you soon./⑤ See you tomorrow. と言うこともある5）。英語
を母語とする者は see you を用いるこれらの挨拶表現をど
のように使い分けているのだろうか。
　① See you./② See you later./③ See you around./④ See 
you soon./⑤ See you tomorrow. の一般的な特徴を次の
[ref. 3] にまとめる。
[ref. 2] Good morning. などの挨拶表現の相違（2）
会ったとき 別れるとき
① Good morning. ○ △
② Morning. ○ ―
③ Good afternoon. ○ △
④ Afternoon. ○ ―
⑤ Good evening. ○ △
⑥ Evening. ○ ―
⑦ Good night. ― ○
⑧ Night. ― ○















め，① See you. に似た気軽でくだけた挨拶になる。














　① See you./ ② See you later./ ③ See you around./ ④
See you soon./ ⑤ See you tomorrow. を，相手と再会する
時がわかっている場合に使われるのか，相手と再会する時
がわかっていない場合に使われるのか，という点から比べ





　① See you. と② See you later. は相手と再会する時が
「わかっている」場合にも「わかっていない」場合にも使
われる。特に相手と再会する時がわかっていながら① See 
you. や② See you later. が使われる場合には，再会する時
をあえて明確にしていないことになるため，特にくだけた
気軽な挨拶表現になる。











　[ex. 7] で Lucy と Cindy は親しい友人同士であり，明日
再会することがわかっている。このような状況では [ex. 7]






人同士の会話ではこのような状況で See you. が使われる
ことが多い。
　[ex. 7]（5）（6）のような状況では See you. の代わりに





め See you. よりもやわらかな親しみがある（イギリス英
語では [ex. 7]（5）（6）のように相手と明日再会すること
がわかっている状況でSee you later.を使うことは少ない）。
　[ex. 7]（5）（6）のような状況では See you. の代わりに











時だけでなく See you at the station.（駅で会いましょ
う）などのように再会する場所を示すこともある。こ
れも at the station（駅で）再会することをはっきり
と示しているため，See you. よりも丁寧で礼儀正しい
挨拶表現になる。
[ref. 4]  see you を用いる挨拶表現の相違（2）
再会する時 わかっている わかっていない
① See you. ○ ○
② See you later. ○ ○
③ See you soon. ― ○
④ See you around. ― ○
⑤ See you tomorrow. ○ ―
[ex. 7] Lucy と Cindy の会話。Lucy と Cindy はどちら
も高校生で親しい友人同士。しばらく話をした後
で Lucy がその場から立ち去ろうとしている。
Lucy と Cindy は明日学校で再会することがわ
かっている。




Lucy:（3）“Yes, I’ve got to see a friend.”
　　「うん，友達に会わなくちゃいけないんだ」








　[ex. 8] で George と Janet は初対面同士であり，いつ再
会するのかわかっていない。このような状況では [ex. 8]
（3）や [ex. 8]（4）のように別れの挨拶として See you 
around. が使われることがある。






　[ex. 8]（3）（4）のような状況では See you around. の代
わりに See you. や See you later. が使われることもある
（イギリス英語では [ex. 8]（3）（4）のように相手といつ再
会するのかわかっていない状況で See you later. を使うこ
とは少ない）。See you. と See you later. はどちらも親し
い友人や家族などに対して使われるくだけた気軽な挨拶表
現である。そのため，[ex. 8]（3）（4）のような状況で初




[ex. 9]（5）のように See you tomorrow. が別れの挨拶と
して使われることがある。
　See you tomorrow. は「tomorrow（ 明 日 に ）see you
（会いましょう）」という挨拶表現である。したがって，




たがって，[ex. 9]（4）では目上の教師が目下の生徒に See 
you tomorrow. と言っていることになる。このような状況





　一方，[ex. 9]（5）では目下の生徒が目上の教師に See you 
tomorrow. と言っていることになる。このような状況では
一般に See you tomorrow. の代わりに See you. や See you 
later. が使われることはない。これはSee you.や See you later.
が目上に者に対する挨拶としては気軽すぎるためである。
　① See you./ ② See you later./ ③ See you around./ ④
See you soon./ ⑤ See you tomorrow. を，対等な者や目下
の者に対して使われるのか，目上の者に対して使われるの








生徒 :（3）“No, I won’t.”
　　「はい，わかりました」
教師 :（4）“OK. See you tomorrow, Tommy.”
　　「では，また明日ね，トミー」







生徒 :（1）“May I go now?”
　　「もう行ってもいいですか」
教 師 :（2）“Yes, but make sure you don’t forget your 
homework tomorrow.”
[ex. 8] あるパーティーでの George と Janet の会話。
Georgeと Janetはパーティーの会場で初めて会っ
た。しばらく話をした後で George がその場から
立ち去ろうとしている。George と Janet は今後
再会するかどうかわかっていない。
George:（1）“Well, I’m afraid I’ve got to go now.”
　　「ああ，もう行かなくちゃ」
Janet:（2）“Oh, yes? Well…Nice talking to you, George.”
　　「あら，そうなの。話ができてよかったわ，ジョージ」
George:（3）“Nice talking to you, Janet.  See you around.”
　　「僕も君と話ができてよかったよ，ジャネット。またね」
Janet:（4）“Yeah, see you around.”
　　「うん，またね」
[ref. 5] see you を用いる挨拶表現の相違（3）
相手 対等な者/目下の者 目上の者
① See you. ○ ―
② See you later. ○ ―
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　相手と再会する時や場所をはっきりと示さない① See 





　相手と再会する時を示す⑤ See you tomorrow. は「対等
な者/目下の者」に対しても「目上の者」に対しても使わ
れ る。「 対 等 な者/目 下 の 者 」 に 対 し て ⑤ See you 
tomorrow. を使えば，「tomorrow（明日に）see you（あ
なたと会いたい）」という親しみを込めた挨拶になる。ま










た，② Bye. と③ Bye-bye. は幼い子供によって使われる





という点から① Good Bye./② Bye./③ Bye-bye. を比べると








bye. が使われることはない。これは① Good-bye. が「正式
な挨拶表現」であり，個人的な会話で① Good-bye. を使え
ば親しみに欠けてしまうためである。
　② Bye. は① Good-bye. の「くだけた挨拶表現」であり，
③ Bye-bye. は② Bye. よりもさらに「くだけた挨拶表現」







　[ex. 10] はテレビ番組内の会話である。[ex. 10]（1）で司
会者はこの番組を見ている多くの視聴者に対して Good-
bye. と言っている。
　[ex. 11] は小学校の教室内における会話である。[ex. 11]
（3）で教師は教室内にいる数十人の生徒たちに対して
Good-bye. と言っている。
　[ex. 10]（1）と [ex. 11]（3）では Good-bye. が大勢の人
たちに対する別れの挨拶として使われている。このような















司会者 :（1）“Well, that’s the end of our program today. I’





③ See you around. ○ ―
④ See you soon. ○ ―
⑤ See you tomorrow. ○ ○
[ref. 6] Good bye. などの挨拶表現の相違（1）
正式な挨拶表現 くだけた挨拶表現
① Good bye. ○ ―
② Bye. ― ○




Bye. や Bye-bye. を使った場合には大勢の人に対して親し
みを込めたやわらかな挨拶をしていることになる。
　[ex. 12]（5）で教授は学生に Bye. と声をかけ，[ex. 12]
（6）で学生は Good-bye. と応えている。この [ex. 12]（5）




だけた Bye. を使っていることになる。この Bye. には目下
の学生を気楽にさせようというやさしさが込められてい
る。一方，[ex. 12]（6）で学生は目上の教授に対して正式
な Good-bye. を使っている。この Good-bye. には目上の教
授に対する敬意が込められている。
　[ex. 13]（3）で George は Janet に Good-bye. と声をか
け，[ex. 13]（4）で Janet は Good-bye. と応えている。こ
の [ex. 13]（3）のような個人的な会話では Good bye. と
Good-bye. が組み合わされて使われることがある。
　[ex. 13] で George と Janet は初対面である。そのため，別
れの挨拶として礼儀正しい Good-bye. が使われている。
[ex. 13]（3）（4）のような状況では Good-bye. の代わりに
Bye. や Bye-bye. が使われることもある。この場合には初対
面の相手に親しみのある気軽な挨拶をしていることになる。
　[ex. 14]（5）で夫は妻に Bye. と声をかけ，[ex. 14]（6）
で妻は Bye. と応えている。このような個人的な会話では
Bye. と Bye. が組み合わされて使われることがある。
　[ex. 14] は夫婦の会話である。[ex. 14]（5）（6）の Bye.
には夫婦の間の気軽な親しみが込められている。[ex. 14]






教授 :（1）“So, you are ready for tomorrow’s exam now,
aren’t you?”
　　「では，もう明日の試験の準備はできたね」













[ex. 13] あるパーティーでの George と Janet の会話。
George と Janet はパーティーの会場で初めて会
い，しばらく話をした。今 George はその場から
立ち去ろうとしている。George と Janet は今後
再会するかどうかわかっていない。
George:（1）“Well, I’m afraid I’ve got to go now.”
「ああ，もう行かなくちゃ」
Janet:（2）“Oh, yes? Well…Nice talking to you, George.”
「あら，そうなの。話ができてよかったわ，ジョージ」








夫 :（1）“I’m oﬀ  now, Vicky.”
「行ってくるよ，ヴィッキー」
妻 :（2）“What time will you be back tonight?”
「今晩は何時に帰ってくるの」
夫 :（3）“I think I’ll be home before seven.”
「7 時前には帰れると思うよ」







[ref. 7] Good-bye. などの挨拶表現の相違（2）[ 相手が親
しい友人や家族などである場合 ]
小さな別れ 大きな別れ
① Good-bye. ― ○
② Bye. ○ ―
③ Bye-bye. ○ ―
[ex. 15] Tom と John の会話。彼らは親しい友人同士。
明日 John は運転免許証の試験を受けることに
なっている。
Tom:（1）“Have you got your driving licence yet, John?
　　「もう運転免許証は取れたの，ジョン」







会話では Bye. や Bye-bye. の代わりに Good-bye. が使われ
ることはない。これはなぜだろうか。







が生徒たちに Good-bye. を使い，[ex. 12]（6）では学生が
教授に対して Good-bye. を使い，[ex. 13]（3）（4）では初



































① Good-bye./② Bye./③ Bye-bye. の相違を [ref. 7] にまと
める。[ref. 7] は [ 相手が親しい友人や家族などである場








② Bye. や③ Bye-bye. が「小さな別れ」の挨拶として使わ
れることがある。ただし，相手が親しい友人や家族など
と別れの挨拶を交わすときには，一般に② Bye. や③ Bye-




5. Good luck.と Good-bye.
　Good luck. は I wish you good luck.（あなたに幸運があ
ることを願っています）という相手の good luck（幸運）
を願う表現である。この Good luck. が親しい友人などへ
の別れの挨拶として使われると，相手の無事や健康を祈
る気持ちが込められることになり，God be with you.（神
様があなたとともにありますように）という原義の Good-
bye. によく似た別れの挨拶になる。Good luck. は Good-
bye. とどのような点で異なるのだろうか。
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　[ex. 15] で John は明日運転免許の試験を受けることに
なっている。それを知った Tom は [ex. 15]（3）で John








れほど強い執着心を持つ Ben を見て，[ex. 16]（3）で
Dickはあきれながら “Oh, good luck, mate.” と言っている。




　[ex. 17] で Chris はこれまで住んでいた町を出ていこう
としている。Chris が遠い町で暮らすことになれば，これ
からは Chris と簡単には会えなくなる。Dave は Chris と
長い間（あるいは永久に）再会することがないかもしれな
いと思いながら，[ex. 17]（5）で Chris に “Take care of 
yourself, Dave. Good luck.” と言っている。この Good luck.
は日本語の「さようなら，気をつけて」に似た挨拶であ
り，そこには相手の無事や健康を願う気持ちが込められて
いる。このように Good luck. が長い間（あるいは永久に）
会わなくなる相手への別れの挨拶として使われることがあ
る。






われる Good luck. と Good-bye. はよく似ている。





Good luck. が使われ，[ex. 16]（3）は相手が彼女にデート
















[ex. 16] Dick と Ben の会話。彼らは親しい友人同士。
Dick:（1）“Did you ask Jenny out again, Ben?”
　　「君はまた彼女をデートに誘ったのか」
Ben:（2）“Yes. I’ve asked her out three times now, but 




















Dave:（1）“Well, I’m going now, Chris.”
　　「じゃあ，もう行くね，クリス」
Chris:（2）“OK, mate. We’ll all miss you, Dave.”
「わかったよ。君がいなくなると皆寂しくなるよ，
デイブ」
Dave:（3）“I’ll miss you all, too.  Anyway, let’s keep in 
touch. Give me a call now and then and let me 





夫 :（1）“I’m oﬀ  now, Lucy.”
　　「行ってくるよ，ルーシー」
妻 :（2）“OK, Steve. Have a good day.”
　　「わかったわ，スティーブ。いってらっしゃい」










Rick:（1）“What are you doing today, Tetsu?”
　　「今日は何をするの，テツ」
Tetsu:（2）“I’m going to the Tower of London.”
　　「ロンドン塔に行くんだ」



















6．　Have a good day.や Have a nice day.など





わってこない。英語を母語とする者は① Have a good day.
と⑩ Have a nice day. をどのように使い分けているのだろ
うか。
　① Have a good day. と⑩ Have a nice day. が使われる状






　① Have a good day. は相手が「休暇」に向かう場合で
も，相手が「仕事/勉強」に向かう場合でも使われること
がある。これは① Have a good day. に「充実した一日を
迎えてください」というニュアンスがあるためである。つ
まり，「休暇」に向かう場合でも「仕事/勉強」に向かう場
合でも，これから相手が a good day（充実した一日）を
送る可能性があるためである。
　⑩ Have a nice day. は相手が「休暇」に向かう場合に使
われることがあるが，相手が「仕事/勉強」に向かう場合







　[ex. 18]（2）で妻は夫に Have a good day. と言っている。
ここでは夫が職場に行くことがわかっているため，妻が夫
に Have a nice day. と言うことは一般にない。
[ref. 8] Good-bye. と Good luck. の相違
テレビ番組など 個人的な会話
① Good-bye. ○ ○
② Good luck. ― ○
[ref. 9] Have a good day. と Have a nice day. の相違
相手の行動 休暇 仕事/勉強
① Have a good day. ○ ○
⑩ Have a nice day. ○ ―
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　[ex. 19]（5）で Rick は Tetsu に Have a nice day. と言っ
ている。ここでは Tetsu がロンドン塔の観光に出かける
ことがわかっているため，Rick が Testu に Have a good 
day. と言うことも考えられる。ただし，[ex. 19]（5）のよ
うな状況で親しい友人に対して声をかける場合には，
Have a good day. よりも Have a nice day. が使われること
が多い。これは have a nice day. の方が Have a good say.
よりも気軽でやわらかい響きがあるためである。
　[ex. 20]（5）でタクシーの運転手は乗客に Have a good 
day. と言っている。Have a good day. には Have a nice 
day. よりも落ち着いた丁寧な響きがある。したがって，




a nice day. よりも Have a good day. が使われることが多
い。これは相手が仕事に出かける場合でも遊びに出かける
場合でも，Have a good day. が自然な挨拶になるためであ
る。
　ただし，乗客がこれからどこへ行くのかわかっていない
場合でも，タクシーの運転手が乗客に Have a nice day. と
声をかけることもある。これは乗客が遊びに行くと予想さ
れる場合である。例えば，ハワイなどの観光地のタクシー
の運転手なら乗客に Have a nice day. と声をかけることも
多い。これはハワイなどの観光地ではタクシーに乗る者の
多くが休暇を過ごすためにやって来る観光客であるためで
ある。この場合に使われる Have a nice day. には Have a 
good day. にない陽気で愛想のいい響きが込められる。
　① Have a good day. と⑩ Have a nice day. には多くの類
似表現がある。次の [ref. 10] と [ref. 11] に① Have a good 
day. と⑩ Have a nice day. の類似表現とそれぞれが使われ
る状況をまとめる。[ref. 10]と [ref. 11]の語と記号は [ref. 9]
と同じである。
　① Have a good day. の good には日本語の「いい」に似
た響きがあり，satisfying（満足な）や fulﬁ lling（充実し
た）という内面的な判断に基づいた評価が含まれる。した




う場合でも，① Have a good day. はそれぞれの目的に合っ
た自然な挨拶表現になりうる。
　このニュアンスは同じgoodを用いる② Have a good time./
③ Have a good weekend./④ Have a good summer./⑤ Have a 
good New Year./⑥ Have a good Christmas./⑦ Have a good 
trip. にも含まれる。そのため，② から⑦ は① Have a good 
day. と同じように，相手が「休暇」に向かう場合でも，相手
が「仕事/勉強」に向かう場合でも使われることがある。
　なお，① Have a good day. の類似表現に⑧ Have a good 






Tetsu:（4）“Yes, I think so.”
　　「うん，わかると思う」





運転手 :（1）“Here we are.”
　　「はい，着きましたよ」
乗客 :（2）“How much is that, please?”
　　「いくらですか」
運転手 :（3）“That’s 7. 80.”
　　「7 ポンド 80 ペニーです」
乗客 :（4）“Here you are. Keep the change.”
　　（料金を渡しながら）「はい。おつりは取ってくださ
　　い」
運転手 :（5）“Thank you sir. Have a good day.”
　　「ありがとうございます。いってらっしゃい」
[ref. 10]“Have a good ～ .” が使われる状況
相手の行動 休暇 仕事/勉強
① Have a good day. ○ ○
② Have a good time. ○ ○
③ Have a good weekend. ○ ○
④ Have a good summer. ○ ○
⑤ Have a good New Year. ○ ○
⑥ Have a good Christmas. ○ ○
⑦ Have a good trip. ○ ○
⑧ Have a good holiday. ○ ―















② It’s about time I was leaving.（[ex. 21]（1）参照）
「そろそろ I（私が）was leaving（立ち去る）時間です」
というニュアンスの口語表現。類似表現に It’s about 
time I left./It’s about time I was going./It’s about time 
I went. などもある。was leaving や was going などの進
　⑩ Have a nice day. の nice には日本語の「いい感じ」
に似た響きがあり，happy（うれしい）や enjoyable（楽
しい）という表面的な印象に基づいた評価が含まれる14）。
したがって，⑩ Have a nice day. には「nice（うれしい）
一日を迎えてください」あるいは「nice（楽しい）一日を
迎えてください」というニュアンスがある。そのため，
「休暇」に向かう相手に対して⑩ Have a nice day. と言え
ば目的に合った自然な挨拶になるが，「仕事/勉強」に向か
う相手に⑩ Have a nice day. と言えば目的に合わない不自
然な挨拶になる。
 このニュアンスは同じ nice を用いる⑪ Have a nice 
time./⑫ Have a nice weekend./⑬ Have a nice summer./
⑭ Have a nice New Year./⑮ Have a nice Christmas./
⑯ Have a nice trip./⑰ Have a good holiday./⑱ Have a 
good vacation. に も あ る。 し た が っ て， ⑪ か ら ⑱ は







　[ex. 21] で John と Mrs Smith は Well./It’s about time I 





[ref. 11]“Have a nice ～ .” が使われる状況
相手の行動 仕事/勉強 休暇
⑩ Have a nice day. ― ○
⑪ Have a nice time. ― ○
⑫ Have a nice weekend. ― ○
⑬ Have a nice summer. ― ○
⑭ Have a nice New Year. ― ○
⑮ Have a nice Christmas. ― ○
⑯ Have a nice trip. ― ○
⑰ Have a nice holiday. ― ○
⑱ Have a nice vacation. ― ○
Mrs Smith:（2）“Oh, so soon?”
「あら，もうそんな時間？」
John:（3）“Yes, unfortunately I must be going.”
「はい，残念ながら，本当にもう行かなくてはなり
ません」








John:（7）“I will.  See you, Mrs Smith.”
「わかりました。さようなら，スミスさん」
Mrs Smith:（8）“See you, John.”
「さようなら，ジョン」
[ex. 21] John は Tom に会うために Tom の家を訪れた
が，Tom は留守だった。John は Tom の母親
Mrs Smithと話をしながらしばらくTomを待っ
たが，Tom は帰ってきそうにない。そこで
John は Tom の家から立ち去ることにした。










「口語英語研究（3）Christmas や New Year に関わ





に関係なく人と会ったときには hi や hello と声をか
け合うことが多い。話し手が英語を母語とする者な





した We’ll miss you. が使われることもある。














ら番組の最後に So long. と言うことがある。
⑫ Give my best regards to～ .
to 以下には相手の家族などが置かれる。「to（～に）my 
best regards（私の最高の敬意を）give（与えてくださ
い）」というニュアンス。④ Say hello to ～ . と同様，基
本的に話し手と to 以下の人が知り合いの場合に使われ
る。Say hello to ～ . よりもずっとかたい響きがある。






③ I must be going.（[ex. 21]（3）参照）
「I（私は）going（行か）must（なくてはいけません）」
というニュアンスの口語表現。類似表現に I must go./I 
have to go./I have to be going./I have to leave./I have 
to be leaving. などもある17）。② と同様に be going や be 
leaving のような進行形を使うと，話し手がすでに立ち
去り始めているような緊迫感が込められる。





表現に Say hi to ～ . もある18）。















⑥ Take care of yourself.（[ex. 17]（5）参照）








⑦ Talk to you later.（[ex. 7]（4）参照）







にはいつでも，hi や hello と声をかけることが最も
多い。
　3）　やわらかい順に並べると，① Good morning./⑦ Good 
night./⑤ Good evening./③ Good afternoon. になる。







して [ex. 6]（2）（3）の Night. は「おやすみ」と訳
した。





とする者はそのような状況で See you again. を使う





hope to see you again.（またあなたとお会いしたい
ですね）」という特別なニュアンスを込めた挨拶に
なってしまうためである。英語を母語とする者が




れの挨拶をするときなら See you again. と言うこと




　6）　See you soon. は See you some day. に似た響きが





　7）　See you tomorrow. の 類 似 表 現 に See you next 
Monday.（次の月曜日に会いましょう）/See you 
next week.（来週会いましょう）/See you at the 
weekend.（ 週 末 に 会 い ま し ょ う）/See you in 
September.（9 月 に 会 い ま し ょ う）/See you at 
Christmas.（クリスマスに会いましょう）/See you 
at New Year.（元旦に会いましょう）/See you in 
the New Year.（新年に会いましょう）/See you 
next year.（来年会いましょう）/See you on your 
birthday.（あなたの誕生日に会いましょう）/See 




　8）　一般に英語を母語とする者は See you. の一言だけ
で別れの挨拶を終えることはない。例えば，[ex. 8] 
（3）や（4）のような状況で英語を母語とする者が
See you. を使う場合，“See you, Janet. Nice talking 
to you.”（じゃあね，ジャネット。話ができてよかっ






　9）　See you ～ . に相手との約束の確認や相手への指示
が含まれることがある。例えば，[ex. 9]（4）（5）
のような状況で教師が生徒に “See you in class 
tomorrow, Tommy.” と声をかけ，生徒が “See you 
tomorrow, Miss Green.” と応えることがある。この
場合，生徒が “See you in class tomorrow.” と応え
ることは考えにくい。これは “See you in class 
tomorrow.” に「明日に教室で会いましょう」とい
う相手への指示が含まれているためである。つま
り，教師が生徒に “See you in class tomorrow.”（明
日に教室で会いましょう）という指示を伝えても自




 10）　礼儀正しく丁寧な響きがある点で Good-bye. は日本
語の別れの挨拶「さようなら」や「お元気で」に似
ている。また，親しみのある軽い響きがある点で
Bye. や Bye-bye. は日本語の別れの挨拶「じゃあね」
「またね」に似ている。









例えば，[ex. 10]（1）と [ex. 11]（3）では次の月曜
日に再会することになる視聴者や明日に再会するこ
とになる生徒に対して Good-bye. が使われている。




 14）　Have a good day. の good と Have a nice day. の
nice の違いは，Good to see you. の good と Nice to 
meet you. の nice の違いに似ている。この点に関し
ては「口語英語研究（3）Christmas や New Year
に 関 わ る 表 現 及 び Nice to meet you. や Nice 
meeting you などの挨拶表現に関して」（日本獣医
生命科学大学研究報告 No 60）の第 3 章を参照。
 15）　就寝しようとする相手に Have a good sleep. と言う
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「a nice sleep（楽しい睡眠） have（とってください）」
と言えば自然に聞こえないためである。また，授業に
向かう相手にHave a good class.と言うことはあるが，






 16）　[ref. 12] ② では「そろそろ～する時間だ」という意味で
“It is about time～ ”の代わりに “It is time～ ”や “It is 
high time～ ”が使われることもある。“It is about time
～ ”/“It is time～ ”/“It is high time～ ”のいずれにおい




 17）　must は have to よりも強い義務を表す。したがって，
must を使う I must be going./I must go. には have to
を 使 う I have to go./I have to be going./I have to 
leave./I have to be leaving. よりも「どうしても行か
なくてはいけない」というニュアンスがあり，強く別
れを惜しむ気持ちが込められている。
 18）　 Say hi to ～ . は Say hello to ～ . よりも気軽で陽気な
響きがある。Say hello to ～ . と Say hi to ～ . の違い
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    This article is a study of the usage of the following colloquial English expressions: (a) Good morning./
Morning./Good afternoon./Afternoon./Good evening./Evening./Good night./Night. ; (b) See you./ See you 
later./See you around./See you soon./See you tomorrow. ; (c) Good-bye./Bye./Bye-bye.; (d) Good luck./(e) 
Have a good day./Have a nice day.　Based on discussion between native speakers of English and 
Japanese, this article analyzes in what situations these expressions are used.
Key words : Good morning./See you./ ood-bye.
 Bull. Nippon Vet. Life Sci. Univ., 61, 71-86, 2012.
